
Ｃｏｍｅｔ は、３次元 ＣＡＤ や ＣＡＥ ツールを統合するエンジニアリングワークスペースです。

ＣＡＤ データから ＣＡＥ におけるメッシュ作成 ・ 条件定義 ・ 材料定義、複数ソルバー間のデータのやり取りなど、

複雑な解析プロセスを一元的に扱うことができます。

Cometのアドバンテージ

① インテリジェントテンプレート

分散しているシミュレーションタスクを一つのプロセスフローとしてつなぎ合わせます。 シミュレーション実行から結果評価まで

プロセス一連の一貫性を確保します。

自社内にある解析のベストプラクティス（最良の方法）を標準化します。熟練技術者のノウハウを抽出し、社内に展開できます。

大きな設計変更や形状変更を扱うことができます。そして、その変更と解析の履歴を管理します。

解析を自動化し、手動で手違いの起きやすいエンジニアリング業務を補助します。

プロジェクトツリー

Cometの効用

シミュレーション主導の高度な製品設計を実現します。

専門家と設計者、 国内外の技術者同士による情報共有を容易にします。

製品開発における品質向上、 コスト削減、 期間短縮を可能にします。

② Ｃｏｍｅｔ 独自の 『アブストラクトモデル』

『アブストラクトモデル』 とは、 解析の諸条件 ・ 対象を抽象化した概念モデルです。 形状や解析ソルバーを意識することなく、

設計に必要な情報だけで複雑な ＣＡＥ プロセスを扱うことができます。

ユーザーはCAEプロセスを意識することなくCAD形状を変更し，複雑なCAEプロセスを実行できます。

3次元CADでの小さな変更から大幅な仕様変更まで新たな形状パターンでも、同じように「タグ付け」するだけで、CAEプロセス

を扱うことができます。

システム定数 解析諸元 要求達成度 メトリクス

シミュレーション
プロセスマップ

The performance engineering workspace.

CAE プロセス統合ワークスペース



はじめに、3 次元 CAD を読み込み、アームの一部にメッシュ作成し、

Adams を使ったフレキシブルボデー解析を実行します。 次に、各部に

作用する荷重を取り出して変換し、2 つ目の部品であるブームのメッシュ

を作成し、MSC Nastran を使った応力解析を実行します。

Webベースのソリューション

Web ベースのユーザーインターフェースを日々の設計業務に活用

いただけます。

社内の解析に精通したエンジニアはもちろん設計者も早く確実に

解析を実施することができます。

Ｃｏｍｅｔ の適用事例 ： バックホーのコンセプトデザイン

ＣＡＤ マルチボデーダイナミクス、構造 ＣＡＥ を統合した

コンセプトデザイン段階のシミュレーションプロセス
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Step１

Step２ Step３

CAD パートもしくはアセンブリをタグ付けし、 Comet で読み

込みます。 Comet は、 これらのタグとテンプレートに記述さ

れた処理を関連付けます。

テンプレートに記述された処理とは、 パラメトリックに指定さ

れたメッシュルールを基づく有限要素メッシュの作成、 材料

特性の割り当て、 Adams マルチボデーダイナミクスシミュレー

ションのジョイント定義や、 構造解析、 熱解析の荷重や境界

条件などです。

アセンブリの 「アーム」 部分が、 Adams マルチボデーダイナ

ミクスシミュレーションのフレキシブルボデーとして扱われます。

Adams で必要とされる MNF ファイルを生成するために、

メッシュを作成し、 MSC Nastran を実行します。

MNF ファイルと Adams アセンブリを結合し、 マルチボデーダ

イナミクスシミュレーションを実行します。 Adams は反力と

モーメントをジョイント部で算出し、 次の工程の構造モデルへ

引き継がれます。

ブーム

アーム



3 次元 CAD の各部寸法はパラメータ化され、Comet ダッシュボードか

ら直接変更できます。 CAD 更新タスクは、パラメータの変更を認識し、

プロセス実行前に CAD 形状を自動的に再生成します。 これにより、

パラメータ値を設定するだけで解析プロセスの実行が可能になり

ます。

Comet プロジェクトダッシュボード

形状寸法と関連付けた変数を定義することで、 形状を対象としたパラメトリックな設計検討を可能に

プロセス実行後、 解析パラメータを変更した設計案が性能要求を満たしているかをすぐに表示しデザインレビュー

システム定数 解析諸元 要求達成度 メトリクス

≪ 要求達成度 ≫

・ OK （要求性能達成）

・ NG （要求性能を満たさない） 

・ OK と NG の間

・ ・ ・ ・

・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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Step４

Step５

算出されたひずみが Excel スプレッドシートに出力されます。

実験で同じ箇所に貼られたひずみゲージのデータと比較し

ます。「ブーム」 にメッシュ作成され、 Adams から引き継いだ荷重

が付与されます。 このテンプレートでは材料特性や境界条件

の追加情報を定義します。

最後のステップでは、 シミュレーション結果を可視化します。

ここで、 反力や変形形状、 応力、ひずみ、 温度など解析結

果を分析することができます。 また、 変形状況をアニメーショ

ンで表示することも可能です。

　もちろん、Comet は、各 CAE ツールの結果を保存している

ため、お手持ちのポストプロセッサーで結果を確認することも

できます。

Step６



ブーム

アーム

インテリジェントテンプレートの再利用例

設計案Ａ

ブームＡ ブームＢ

設計案Ｂ

バックホーは 「ブーム」 という名前の部品を持っています。 設計案 A、B では、 ブームは異なる形状、 異なる材料を使用しています。

どちらの設計案でもブームは同じような接続点を持っているため、 ひとつのアブストラクトモデルで扱うことができます。 インテリジェント

テンプレートを用いることでそれぞれの設計案の応力分布図が容易に得られます。

C A D

C A E

その他

Pro/E，SolidWorks，NX，SpaceClaim

ＬS-DYNA，Abaqus，ANSYS，MSC Nastran，Adams，Thermal Desktop，CODE V など

MATLAB， Microsoft Excel など

 ：

 ：

 ：

Ｃｏｍｅｔ アダプター （インターフェース） 対応ツール

CAE プロセス統合ワークスペース
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http://cae.jsol.co.jp/comet/詳細情報はこちらのWebサイトから入手できます 
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